
高機能高付加価値コンテナの社会実験について 施設予約受付票(個票)

□鉄道

※駐車スペースはお越しの際にご案内いたします。

FAX　0242-85-7412

メール　kobahon@royal.ocn.ne.jp

問合先　0242-85-7412 (いなわしろ・まちのえき・まるしめ)

有償体験期間 令和7年9月26日(金)〜11月2日(日)※最終チェックアウト11月3日(月•祝)

ご宿泊料金 素泊まり1泊4,400円(税込)/人 宿泊施設は2棟(最大4名まで宿泊可)

注意事項 ①食事は町内(近隣)の飲食店をご紹介いたします。

② トレーラーハウス内は禁煙です。また敷地内の火気の使用はできません。

③ 時間外のチエックイン•チェックアウトをご希望される場合は事前にご相談ください。

④アメニティ（タオル類・コップ・歯ブラシ・バスアメニティ）

摘 要 欄
(ご要望等)

必要駐車台数

お支払方法 現金支払　•　クレジット支払 ※いずれも当日現地支払となります。

宿泊者名③ 宿泊者名④

ご来場交通手段 □自動車 ロその他( )

宿泊者名① 宿泊者名②

フリガナ フリガナ

住    所
〒　　　－　　　　

フリガナ フリガナ

フリガナ ＴＥＬ

代表者名 メール

【趣旨】
　猪苗代町では、令和３年に｢道の駅猪苗代｣が｢防災道の駅｣に選定されたことを契機に、防災機能のさらなる向上を図
るため、災害支援に有効な｢高付加価値コンテナ｣の利活用を検証する社会実験を実施しております。
　｢高付加価値コンテナ｣とは、運用場所を柔軟に変更できる可動性を持ち、従来の活用方法を超えた新たな価値を付加
したコンテナのことで、平常時・災害時に有効活用できる空間として定義しています。能登半島地震では、トイレ、入
浴、仮設住宅等の可動式コンテナが多く活用され、その利便性が注目されました。
　今年度の社会実験は、トレーラーハウス（宿泊コンテナ）を使用し、災害時（避難所や仮設住宅）や平常時（宿泊施
設）の活用方法を検討してまいりますが、今回募集する宿泊モニターは、平常時の活用方法について、実際の営業を通
して検証するもので、収益性、持続性や妥当性などについて検証します。また、あわせて中心市街地の活性化や観光消
費の拡大を目指した実験も行っております。
　
　上記趣旨に賛同し、かつ以下の内容ついてご協力することに同意したうえで、有償モニターとして申し込
みます。（以下に☑してください）
　

　□【必須】アンケート回答（宿泊行程、飲食店利用状況、利用満足度等）

　□【任意】周辺施設での飲食（一部の飲食店でサービスを受けることができるチケットをお渡しします。）

宿泊モニター申込書
予約日 /　 　　(　　) 予約人数 名


